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遺伝子からわかる体の形づくり

藤原滋樹 高知大学理学部出展責任者
所 属

動物の体はたくさんの細胞でできていま

す。"細胞"と一口に言っても、筋肉細

胞・神経細胞などいろいろあって、それら

が役割分担をして一匹の完全な体がで

きるのです。これらの細胞は"受精卵"と

いう1個の細胞が分裂してできてきます。

それでは、2個、4個、8個…と分裂しなが

ら、細胞はいつどうやって他の細胞と違

った性質をもつようになるのでしょうか？こ

こで遺伝子が重要な働きをします。この

ことは、たった1個の遺伝子の異常（突

然変異）が原因で体の形が異常になる

ような例がハエやネズミ、ヒトでたくさん知

られていることからも明らかです。

私たちは、ホヤという動物を使っています。

ホヤはヒトやネズミの親戚で、体のつくり

はよく似ています。しかし、遺伝子の数は

ヒトの半分くらいで、遺伝子の働きを調

べるのに都合のよい材料です。私たちは

ホヤのゲノムの配列、遺伝子の働きを調

べることで、細胞の運命（どのタイプの細

胞になるのか）が決まるしくみを明らかに

しようとしています。

展示では、「ホヤってどんな動物？」「どう

やって研究するの？」「何がわかるの？」な

どの質問にお答えしたいと思います。
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体をつくりだす遺伝子たち

佐藤矩行 京都大学大学院理学研究科動物学教室出展責任者
所 属

わたしたちヒトの体は約６０兆個の細胞か

らなりたっています。これらの細胞は神経

であったり心臓であったりして、いろいろ

な形と機能をもっています。また、わたし

たちヒトには約３万５千個の遺伝子があ

り、これらの遺伝子の働きによっていろ

いろな細胞ができてきます。「３万５千個

の遺伝子が６０兆個の細胞」というのは

遺伝子の働きを調べるのにちょっと複雑

すぎるので、「１万５千個の遺伝子が３千

の細胞」と考えてみてはどうでしょうか。そ

んな生きものいるの？それがホヤです。ホ

ヤは海にすむ動物ですが、そのオタマジ

ャクシ幼生はカエルのオタマジャクシ幼

生と同じで、わたしたち脊椎動物のからだ

の基本的な部分をすべて含んでいます。

さて、１万５千個の遺伝子と３千の細胞

との関係やいかに。それにもう一つ。もし

ホヤ（無脊椎動物）がもっている遺伝子

とヒト（脊椎動物）がもっている遺伝子を

比べると、脊椎動物が進化してくるため

にはどういう遺伝子が必要だったのかわ

かるかもしれません。
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我々人間は約４万個の遺伝子を持って

いると言われています。それぞれ独自の

働きを持ち、脳で働いたり、筋肉で働いた

り、肝臓で働いたり、骨で働いたり、いろ

んな場所で仕事をしています。

遺伝子は仕事をしなくても、逆にやり過ぎ

てもいけません。また、遺伝子には正しい

時間と場所で、きちんと仕事をしてもらわ

なくてはなりません。（脳が筋肉になった

りしたら困りますからね。）遺伝子が正し

く働いてくれれば、我々も健康に幸せに

暮らせるのですが、時としてこれが異常に

なることがあります。それがガンなどの病

気の原因になることもあるのです。

では、どの遺伝子をいつ、どこで働くよう

に、的確な指示を出しているのは、一体

誰なのでしょうか？ この質問に答えるた

めに、私たちは線虫C. elegansを使って

研究しています。

「ゲノムひろば」では、この問題を中心に

お話しますが、皆さんのいろんな疑問に

もお答えしたいと思います（例：ゲノムっ

てなに？ 遺伝子って、いいモノ？ 悪い

モノ？ などなど）。ぜひ私たちのポスター

までお越し下さい。

いつ、どこで、だれが？
－発生における遺伝子発現の調節

小原雄治 国立遺伝学研究所出展責任者
所 属
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すべての生物は味覚感覚をもっている。

味覚は栄養となる食物を見つけ有毒物

質を避けるために必要な感覚です。最近

の研究によって、甘味と苦味の味覚受

容体の遺伝子の存在がわかってきました

が、また解明すべき多くの問題がありま

す。ショウジョウバエは、ゲノムプロジェク

トが完了し、モルガン以来蓄積された膨

大な遺伝学的知識とさまざまな突然変

異系統を利用することができます。ショウ

ジョウバエは、口部の唇弁と脚にある味

覚器で水、塩、糖、苦味物質の味を感じ

ています。味覚器は、毛のような形態をし

ており、毛の基部に細胞体がある味細

胞の突起が毛の先端の穴まで伸びてい

ます。私たちは、どの味細胞がどのような

味を感じているか？どのような仕組みで味

が感じられるか？という問題の解明を追求

しています。味覚感度の異常を調べる

行動テスト法、特定の味細胞を光らせる

遺伝トリック系統などの実演を行い、味

覚受容の研究の現状を紹介します。

甘味の分子生物学
ショウジョウバエの味覚感覚を遺伝子から探る

谷村禎一 九州大学大学院理学研究院出展責任者
所 属

摂食行動テスト後に
腹部の色によってハエを分類する。

ハエの味覚感度を調べるための摂食行動テスト
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（図3）遺伝子がいつどこで働くか調べる

（図２）約1万個の遺伝子の働きをまと
めて調べる

（図1）
ホヤの一生

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る

生きものの不思議に迫る


